
岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光、事務職養成 学科 授業科目 アプリケーション実習 H

氏 名 丸山 朋子 授業の方法 実習 単位数 4

実務経験 ○ 無
情報通信サービス会社にシステムの設計・開発・テストを業務として勤務し、情報通信システムに関

する実務経験を積んだ。

対象学年 2 年生 年間授業時数 140 時間 学 期 前期 後期 通年 ○

【授業目標】

2年次では、 トラベル観光学科、事務職養成学科の2学科合同で、Exce上級とWordの検定合格を目指します。
Exceで はより高度な機能を学び、Wordで は文書作成の基礎から応用までを網羅的に学習します。

【到達目標】

Excelを 用いてビジネス社会における実践的な表計算処理を行い、業務処理を効率化することができる。

Wordを用いて実践的なビジネス文書を作成することができる。

サーティファイ主催Excet検定 (2級)、 Word検定 (2級、3級)に合格する。

【授業計画】

l Excel上級 ‐さまざまな関数

2・ 高度な関数① (論理関数、日付/時刻関数、検索/行列関数)

3・ 高度な関数② (文字列操作関数、情報関数、データベース関数)

4 Excel上級 ―データベース機能

5・ データベース関数

6・ 高度なフィルターとデータの抽出

7 Excel上級 ‐マクロ機能

8・ マクロの記録と編集

9 Excel上級―データ分析

10・ ピボットテーブルとピボットグラフ

11・ What if分 析とシナリオ

12・ ゴールシーク機能

13 Excel上 級検定対策演習 (1)

14 Excel上 級検定対策演習 (2)

15 Excel検 定試験

16 Wordの基礎

17,Wordの基本操作と画面構成

18・ 書式設定とスタイル

19・ 文書の印刷

20 Wo『 dの基礎・応用 ‐グラフイックと図表

21,SnlartArtグ ラフイックの活用

22,図表の挿入と編集
23・ 画像の加工と配置

24 Wordの応用 ―ビジネス文書

25・ 高度な書式設定 (拡張書式や段組み)

26・ 長文作成 (表紙、ヘッダーフッター)

27 ・Excelデータの利用

28 Word検定対策演習 (1)

29 Word検定対策演習 (2)

30 Word検定試験

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 出席     35点 (35× 出席率)
②授業作品   40点
③ 学習状況   25点

・ 2024対応 Excel表計算処理技能認定試験問題集 (サーティファイ)

・ 2024対応 Word文書処理技能認定試験問題集 (サーティファイ)

・ 補助教材

【教科書等】



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光、動画デザインビジネス、事務職養成 学科 授業科目 キャリアデザイン H

氏 名 行平 未来 授業の方法 講義 単位数 4

実務経験 有

対象学年 2 年生 年間授業時数 70 時間 学 期 前期 後期 通年 O

【授業目標】

キャリア形成の基礎を学んだ1年次の学習を上台とし、具体的な進路決定を実現するとともに、

社会人として必要な実践的なコミュニケーション能力の習得を目指す。

【到達目標】

・自己についての学びを深め、自らのキャリアデザインに沿った進路を決定する。

・自らの強みや経験を論理的に整理し、説得力を持って伝えることができる。

【授業計画】

1個人面談

2個人面談

3エ ントリーシート・履歴書について

4 SPIについて

5伝わる文章を書く1(肯定的な表現で書く)

6伝わる文章を書く2 (読み手に伝わる言葉を使う)
7説得力のある文章を書く1(段落構成)

8説得力のある文章を書く2(限られた文字数を効率的に使う)

9 ES作成①

10 ES作成②

llキ ャリアとは 一社会人基礎力を理解する①一
12キ ャリアとは 一社会人基礎力を理解する②一
13コ ミュニケーションー相手に理解される話し方・聴き方 =

14面接練習① (個人面接)

15面接練習② (個人面接)

16面接練習③ (集団面接)

17面接練習④ (集国面接)

18個人面談

19個人面談

20人生における支出

21人生における収入

22社会を知る一労働者が守るべきルールー

23社会を知る一労働者が守られるルールー

24電話応対①―電話によるコミュニケーションの特徴―

25電話応対②―電話応対の基本一

26電話応対⑥―実戦練習―

27訪問のマナー①一アポイントメントを取る方法―

28訪問のマナー②―訪間の基本一

29訪問のマナー③ ―トラカレの対処方法―

302年間の学びの振り返り

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

①定期考査    40点
② 出席      25点 (25× 出席率)
③提出物     10点
④学習状況    25点

大学生のキャリアデザイントレーニング (晃洋書房)

専門学校生のための就職筆記試験対策問題集 (ウ イネット)

作文カアップ !伝わる文章を書く基本   (ウ イネット)

・vS、 りかえり向上手帳 (フ ォーサイト)

・キャリアノート

【教科書等】



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光、事務職養成 学科 授業科目 ビジネス実務

氏  名 中川 真弓 授業の方法 詰義 単位数 4

実務経験 生E
パフォーマンスインストラクターとして企業の能力開発を担当し、サービスの意義など、ビジネス実

務に必要な実務経験を積んだ。

対象学年 2 年生 年間授業時数 70 時間 学 期 前期 後期 通年 O

【授業目標】

ビジネス能力の基本・基礎を学び、期待される社会人、職業人を目指し、学生時代に身につけておくべきマナー

や、知識やスキルを学.Sミ。

【到連目標】

・会社のルール、身だしなみ、あいさつの仕方、言葉遣いなど社会人としてのマナーをしっかり身につける。

・仕事の基本を理解し職場生活にすみやかに適応していくための基礎的な知識やスキルを学ぶ。

・ビジネス能力検定ジョブパス3級合格

【授業計画】

1キ ャリアと仕事へのアプローチ

2会社の基本とルール

3仕事の基本となる8つ の意識

4コ ミュニケーションの基本

5ビジネスマナー (身だしなみ・あいさつ・おじぎ)

6仕事中の態度と健康管理

7指示の受け方と報告・連絡・相談

8ビジネスにvS、 さわしい話し方、聞き方

9言葉づかい (敬語の種類と必要性)

10来客応対の基本

11名刺交換と紹介の仕方

12訪間の基本マナー

13会社関係でのつきあい 会食
14会社関係でのつきあい 冠婚葬祭
15仕事への取り組み方 定型業務・非定型業務
16スケジュール管理と情報処理

17電子メールの活用・書き方

18ビジネス文書の基本 社内文書
19ビジネス文書の基本 社外文書
20電話応対 かけ方
21電話応対 受け方
22電話応対 取次ぎ方 携帯電話のマナー

23統計 'データの読み方・まとめ方

24情報収集ととメディアの活用

25会社を取り巻く環境と経済の基本

26ビジネス用語の基本

27ビジネス能力検定ジョブパス対策①

28ビジネス能力検定ジョブパス対策②

29ビジネス能力検定ジョブパス模擬試験

30ビジネス能力検定ジョブパス試験

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 定期考査    40点
② 出席      30点 (30X出席率)
③提出物     10点
④ 学習状況    20点

【教科書等】

ビジネス能力検定ジョブパス3級公式テキスト 2026年 版



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光、動画デザインビジネス、事務職養成 学科 授業科目 卒業研究

氏 名 岡田 哲子 授業の方法 演習 単位数 4

実務経験 4圧
旅行代理店で、添乗・ツアープラン等を職務として勤務し、旅行業界全般に関する実務経験を積ん

だ。

対象学年 2 年生 年間授業時数 70 時間 学 期 前期 後期 通年 ○

【授業目標】

自分の関心に近いテーマを選び、資料を調べ、内容を整理し、自分の考えを文章と発表でまとめる学習

【到達目標】

1自分に合った卒業研究テーマを選べる

2検索語を使って資料を集められる

3集めた情報を整理して章立てを作れる

4短い文章を積み上げて研究レポー トを完成できる

5自分の内容を簡潔に発表できる

【授業計画】

1卒業研究とは何か (授業の目的 。進め方・完成形を知る)

2テーマ例を見る(学科別テーマから興味を書き出す)

3テーマを広げる (興味・経験・得意から題材を出す)

4テーマをしばる (書きやすさ・資料の探しやすさで1件に決定)

5検索のしかたを学ぶ (検索語 。資料の見分け方を学ぶ)

6実際に検索する(資料を2～3件集める)

7資料を読む (資料の要点を抜き出す)

8研究計画を立てる (調べること・ゴール・構成案を書く)

9構成の考え方 (見出しの作り方を学マ
`ヾ

)

10章立てを完成させる (は じめに 。本文 。まとめの流れを整える)

11導入を書く (テーマを選んだ理由を書く)

12導入を整える (教員添削をもとに書き直す)

13本文1を書く (資料から分かったことを書く)

14本文1を整える (31用・言い換え 。つなぎを整える)

15本文2を書く (比較・特徴 。理由を書く)

16本文2を整える (不足箇所を補う)

17考察を書く (自分の意見・提案を書く)

18ま とめを整える (全体の一貫性を確認する)

19中 開発表準備 (1分発表メモを作る)

20中間発表 (発表し、助言を受ける)

21最終修正① (助言をもとに内容を直す)

22最終修正② (表現・体裁・参考資料表示を整える)

23最終発表準備 (発表原稿・資料を整える)

24最終発表・振 り返り (成果を共有し、学びを振り返る)

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 定期考査    40点
② 出席      25点 (25X出席率)
③ 提出物     10点
④ 学習状況    25点

【教科書等】

な し



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 サービスマナー

氏 名 中川 真弓 授業の方法 演習 単位数 4

実務経験 毎

パフォーマンスインストラクターとして企業の能力開発を担当し、サービスの意義など、ビジネス実

務に必要な実務経験を積んだ。

対象学年 2 年生 年間授業時数 70 時間 学 期 前期 後期 通年 ○

【授業目標】

「接客する」とは何か、心からもてなし、お客様に喜んでいただき満足してくださる質の高いサービスとは何か

相手の立場に立って対応するとは何か、心からのもてなしを言葉と態度で表現するにはどうしたらよいか、

接客サービスの様々な形をケーススタデイを交えながら学ぶ。

【到達目標】

接客マナー・サービスの基本を身につけ、即戦力となれるようにする。

お客様に満足していただけるサービスを考えることができる。

サービス接客者として必要とされる一般知識を身につける。

【授業計画】

1サービスマインドとセールスマインド 接客の基本
2サービスマインドとセールスマインド 接客の心得
3ケーススタデイ①―サービスマインドとセールスマインド

4接客マナーの基本 就業中のマナーと接客時のマナー

5接客マナーの基本 好印象を与えるポイント
6接客マナーの基本 接客の言葉づかい
7接客マナーの基本 感じの良い話し方と聞き方
8ケーススタデイ②一接客マナーの基本

9接客サービスの基本 接客応対
10接客サービスの基本 セールストーク
11接客サービスの基本 電話応対
12接客サービスの基本 電話応対実習
13接客サービスの基本 クレーム対応
14接客サービスの基本 ユニバーサルサービス
15ケーススタデイ③―接客サービスの基本

16ユニバーサルサービス 視覚障害のお客さまへの接客・接遇
17ユニバーサルサービス 盲導犬を連れた方への接客・接遇
18ユニバーサルサービス 聴覚障害のお客さまへの接客・接遇
19ユニバーサルサービス 肢体に不自由を感じる方への接客・接遇
20ユニバーサルサービス 高齢者への接客・接遇
21ユニバーサルサービス 認知症のある方への接客・接遇
22ユニバーサルサービス 妊娠中のお客さまへの接客・接遇
23ユニバーサルサービス 外国人のお客さまへの接客・接遇
24ユニバーサルサービス 様々なお客さまへの接客・接遇
25接客サービスに役立つ知識 コスト感覚
26接客サービスに役立つ知識 セールスレター 案内状 お礼状
27接客サービスに役立つ知識 POP チラシ ビラの作成
28接客サービスに役立つ知識 慶弔時の贈答 のしと上書き
29カ試し サービス接遇検定3級
30ま とめ お客さまに喜ばれる接客サービスとは

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 定期考査    40点
② 出席      30点 (30× 出席率)
③ 提出物     10点
④ 学習状況    20点

接客サービス基本テキスト  株式会社キャリア総研
接客接遇のためのユニバーサルサービス基本テキスト

日本能率協会マネジメントセンター

紀薫子 日本能率協会マネジメントセンター

【教科書等】



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 英会話‖

氏 名 荒木 周子 授業の方法 演習 単位数 4

実務経験 ○ 4E 塾での英語教師として実績や、企業での英語指導の実務に従事した。

対象学年 2 年生 年間授業時数 70 時間 学 期 前期 後期 通年 ○

【授業目標】

身近なテーマから、場面別の会話を通して日常生活における表現をみにつける。

【到達目標】

英語のみで会話継続の努力が出来る。

【授業計画】

l onentatiOn

2 Catch up

3 Unitl

4 Unitl

5 Unitl

6 Unit2

7 Unit2

8 Unit2

9 Unit3

10 Unit3

1l Unit3

12 Review

13 Unit4

14 Unit4

15 Unit4

16 Unit5

17 Unit5

18 Unit5

19 Unit6

20 Unit6

21 Unit6

22 Review

23 Unit7

24 Unit7

25 Unit7

26 Unit8

27 Unit8

28 Unit8

29 Review

30 Review

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

①課題     30 点
② 出席     35 点 (35× 出席率)
③提出物    15 点
④学習状況   20 点

・ Nice Talking VVith You 2(Camb百 dge university Press)

・ 47 ESL Conversadon Topics(個 人出版物 Jacme Bolen)

【教科書等】



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 海外観光地理‖

氏 名 古米 依里 授業の方法 講義 単位数 5

実務経験 無
旅行代理店で、添乗、ツアープラン等を職務として勤務し、旅行業界全般に関する実務経験を積ん

だ 。

対象学年 2 年生 年間授業時数 85 時間 学 期 前期 ○ 後期 通年

【授業目標】

国家試験対策として海外観光資源の知識を身に着ける。

また、旅行実務で必要な観光地の知識や歴史の理解を深める。

【到達目標】

国家資格である総合旅行業務取扱管理者試験に合格する。

【授業計画】

1ヨ ーロッパ6

2ヨ ーロッパ7

3ヨ ーロッパ8

4ヨ ーロッパ復習テス ト4

5ヨ ーロッパ復習テス ト5

6南北アメリカ1

7南北アメリカ2

8南北アメリカ復習テス ト

9オセアニア1

10オ セアニア2

11オセアニア復習テス ト

12中東アフリカ1

13中東アフリカ2

14中東アフリカ復習テス ト

15総合旅行業務取扱管理者試験 過去問(ヨ ーロッパ)
16総合旅行業務取扱管理者試験 過去問 (南北アメリカ)
17総合旅行業務取扱管理者試験 過去問 (オセアニア・中東アフリカ)
18総合旅行業務取扱管理者試験 模擬試験問題2

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 定期考査   40点
② 出席     30点 (30× 出席率)
③提出物    10点
④学習状況   20点

・ 海外観光資源 (JTB総合研究所)
・ 旅に出たくなる地図 世界(帝国書院)

【教科書等】



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 海外旅行実務‖

氏 名 古米 依里 授業の方法 講義 単位数 2

実務経験 征
旅行代理店で、添乗、ツアープラン等を職務として勤務し、旅行業界企般に関する実務経験を積ん

だ。

対象学年 2 年生 年間授業時数 34 時間 学 期 前期 ○ 後期 通年

【授業目標】

国家試験を見据え、海外の鉄道・船舶やホテルの知識を確実に身につける。

実務の基礎となる専門用語を覚える。

【到達目標】

総合旅行業務取扱管理者試験の合格レベルに達する。

【授業計画】

1鉄道 (ヨ ーロッパの鉄道の特徴)

2鉄道 (ヨ ーロッパの鉄道チケット)

3鉄道 (時刻表の見方)

4鉄道 (アメリカ・カナダの鉄道)

5鉄道 (オーストラリア・アジアの鉄道、その他)

6理解度チェック

7船舶について (日本発着の定期客船航路)

8船舶について (クルーズのクラス・留意点)

9船舶について (クルーズの専門用語)

10ホテルについて (ホテルの種類と特徴・客室タイプ・眺望)

11ホテルについて (料金・食事)

12理解度チェック

13レ ンタカーについて

14海外旅行保険について

15理解度チェック

16総合旅行業務取扱管理者試験 模擬試験1
17総合旅行業務取扱管理者試験 模擬試験2
18総合旅行業務取扱管理者試験 過去問1

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 定期考査   40点
② 出席     30点 (30× 出席率)
③ 提出物    10点
④ 学習状況   20点

【教科書等】
・ 出入国法令と実務 旅行実務 (JTB総合研究所)



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 観光英語

氏 名 荒木 周子 授業の方法 講義 単位数 1

実務経験 無 塾での英語教師として実績や、企業での英語指導の実務に従事した。

対象学年 2 年生 年間授業時数 17 時間 学 期 前期 ○ 後期 通年

【授業目標】

設問からキーワードを探しだし、対応する文章を見つけ確実に内容を把握する。

【到達目標】

解き方のルールに沿って時間内に問題を解き終える。

頻出単語や表現を確実に覚え、観光英語に必要な語彙力をつける。

【授業計画】

1英文を読むためのポイント

2設問タイプと解き方

3過去問演習①

4過去問演習②

5過去間演習③

6過去問演習④

7過去問演習⑥

8過去問演習⑥

9過去問演習⑦

10過去問演習③

ll過去問演習③

12過去問演習⑩

13過去問演習①

14過去問演習⑫

15過去間演習⑬

16過去問演習①

17過去問演習①

18過去問演習①

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 定期考査    30点
② 出席      35点 (35× 出席率)
③ 提出物     15点
④ 学習状況    20点

・ 旅行業実務シリーズ6 国際航空運賃 旅行業英語 (」 TB総合研究所)
・ 海外旅行実務 :語学 問題集 (フ ォーサイト)

【教科書等】



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 国際航空運賃・料金 H

氏 名 桑原 早織 授業の方法 講義 単位数 2

実務経験 毎
旅行代理店で、カウンター・ツアープラン等を職務として勤務し、旅行業界全般に関する実務経験を

積んだ。

対象学年 2 年生 年間授業時数 34 時間 学 期 前期 ○ 後期 通年

【授業目標】

国家試験を見据え、国際航空運賃計算の応用や例外規定の理解と認識を高める。

【到達目標】

国際航空運賃におけるキャリア運賃の計算方法を正しく理解し、応用問題にも対応できる力を身につけ、

総合旅行業務取扱管理者試験の合格レベルに到達することを目指す。

【授業計画】

1キ ャリア運賃の適用規則 (概要)

2キ ャリア運賃の運用規定 (旅行形態)

3キ ヤリア運賃の運用規定 (適応期間・運賃)

4キ ャリア運賃の運用規定 (予約 。発券・必要旅行日数・最長旅行日数)

5キ ヤリア運賃の運用規定 (途中降機・乗り換え)

6キ ャリア運賃の運用規定 (運賃計算例外規定)

7キ ャリア運賃の運用規定 (結合運賃・予約変更・経路変更・取り消し・払い戻し)

8キ ャリア運賃の適応例 (規則の適応と運賃計算例)

9キ ャリア運賃の適応例 (往路運賃と復路運賃が別々に設定されている運賃)

10キ ャリア運賃の適応例 (運賃を結合する場合)

11総合旅行業務取扱管理者試験 模擬試験1
12総合旅行業務取扱管理者試験 模擬試験2
13総合旅行業務取扱管理者試験 模擬試験3
14総合旅行業務取扱管理者試験 過去問1
15総合旅行業務取扱管理者試験 過去問2

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 定期考査    40点
② 出席      30点 (30× 出席率)
③ 提出物     10点
④ 学習状況    20点

【教科書等】

国際航空運賃・料金 (JTB総合研究所)



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 出入国関係法令 H

氏 名 岡田 哲子 授業の方法 講義 単位数 2

実務経験 4[
旅行代理店で、添乗・ツアープラン等を職務として勤務し、旅行業界全般に関する実務経験を積ん

だ 。

対象学年 2 年生 年間授業時数 34 時間 学 期 前期 ○ 後期 通年

【授業目標】

出入国法令を理解し旅行実務に活かす。

【到達目標】

総合旅行業務取扱管理者試験の合格レベルに達する。

【授業計画】

1出 国手続の順序 (出国手続の順序)

2出国手続の順序 (搭乗手続Check in)

3出国手続の順序 (セキュリティ・チェックSecunty Check)

4出国手続の順序 (検疫手続 (Quarandne)

5出国手続の順序 (検疫手続 (出国審査Immigrajon)

6出国手続の順序 (検疫手続 (出国ロビー)

7外国での入・出国手続(入国手続)

8外国での入・出国手続(EU・ シュゲン協定・ユーロ)

9外国での入・出国手続(中国手続)

10日 本の入国手続(入国の順序)

11日 本の入国手続(検疫手続 (Quaranune))

12日 本の入国手続(入国審査 (mmigrajOn))

13日 本の入国手続(動物検疫)

14日 本の入国手続(植物検疫)

15日本の入国手続(税関手続 (Customs))

16日本の入国手続(携帯品等の免税範囲 )

17日本の入国手続(携帯品等の課税通関 )

18日本の入国手続(ワ シントン条約 (CITES)に ついて )

19日本の入国手続(外来生物法による輸入規制 )

20日本の入国手続(携帯品・別送品申告書記入例及び税額計算例)

21外国人の日本出入国(外国人の入国)

22外国人の日本出入国(在留カードと特別永住者証明書 )

23外国人の日本出入国(外国人の出国と再入国許可)

24出入国実務 (税関手続)税計算 復習問題
25渡航・旅券手続 復習
26総合旅行業務取扱管理者試験 過去問1
27総合旅行業務取扱管理者試験 過去問2

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 定期考査   40点
② 出席     30点 (30× 出席率)
③提出物    10点
①学習状況   20点

【教科書等】

海外旅行実務 出入国法令と実務、旅行実務 (」 TB総合研究所)



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 トラベル演習

氏 名 古米 依呈 授業の方法 演習 単位数 2

実務経験 毎
旅行代理店で、添乗、ツアープラン等を職務として勤務し、旅行業界全般に関する実務経験を積ん

だ。

対象学年 2 年生 年間授業時数 36 時間 学 期 前期 後期 ○ 通年

【授業目標】

ターゲットを意識した国内外の旅行を企画することにより、収益計算や観光地についての知識を深める。

【到達目標】

損益分岐点を考慮した値付けを行ない、魅力的な商品を作成することができる。

【授業計画】

1国内バス旅行の商品の成り立ちについて

2海外旅行の商品の成り立ちについて

3ラ ンドオペレーターについて

4ラ ンドタリフについて

5原価計算表について

6損益分岐点について

7国内の目的地を定めたツアー企画の作成①

8国内の目的地を定めたツアー企画の作成②

9商品パンフレットの作成について①

10商品パンフレットの作成について②

ll商品パンフレットの作成について③

12海外の目的地を定めたツアー企画の作成①

13海外の目的地を定めたツアー企画の作成②

14海外の目的地を定めたツアー企画の作成③

15海外の目的地を定めたツアー企画の作成④

16商品パンフレットの作成について①

17商品パンフレットの作成について②

18商品パンフレッドの作成について③

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 課題        40点
② 出席       30点 (× 出席率)

③ 提出物      10点
④ 学習状況     20点

【教科書等】



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 海外旅行実務 II

氏 名 桑原 早織 授業の方法 講義 単位数 3

実務経験 毎
旅行代理店で、カウンター・ツアープラン等を職務として勤務し、旅行業界全般に関する実務経験を

積んだ。

対象学年 2 年生 年間授業時数 54 時間 学 期 前期 後期 ○ 通年

【授業目標】

世界遺産を通じて世界の歴史・文化・宗教・自然への理解を深め、国際的視野と社会人としての教養を養う。

また、世界遺産検定2級合格に必要な知識の修得を目指す。

【到達目標】

世界遺産検定2級合格レベルの知識を修得している。

世界遺産に関する歴史・文化・宗教・建築・自然環境について基礎的説明ができる。

多文化理解および国際社会への関心を深め、教養として活用できる。

【授業計画】

1世界遺産の基礎知識

2日本の世界遺産

3世界で最初の世界遺産

4文化的景観

5シ リアル・サイト/ト ランスバウンダリー

6文化の多様性

7歴史地区と旧市街

8都市計画

9世界の宗教

10古代ギリシャとヘレニズム

11ロ ーマ帝国

12古代文明と先史時代

13アメリカ大陸の文明

14東南アジアと南アジア

15ヨ ーロッパの建築様式

16近現代建築

17+字軍と騎士団
18大航海時代とキリスト教の海外布教

19商業・交易・貿易

20混ぎり合う文化 (文化交流)

21近代国家

22産業遺産

23未来への教訓 (負の遺産)

24記憶の場

25自然遺産

26過去問演習

27時事問題・最新動向

28探求学習

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 定期考査   40点
② 出席     30点 (30× 出席率)
③提出物    10点
④学習状況   20点

・ 世界遺産検定 2級

・ 世界遺産検定 2級

公式テキスト(マ イナビ出版)

公式過去問題集(マ イナビ出版)

【教科書等】



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 国内旅行実務‖

氏 名 岡田 哲子 授業の方法 講義 単位数 3

実務経験 4[
旅行代理店で、添乗・ツアープラン等を職務として勤務し、旅行業界全般に関する実務経験を積ん

だ 。

対象学年 2 年生 年間授業時数 54 時間 学 期 前期 後期 ○ 通年

【授業目標】

ホテル業務に関する基礎的な知識を習得し、特に宿泊部門および料飲部門の専門的な知識と実務能力を身に

つけることで、ホテル業界の現場において即戦力として活躍できる人材を育成する。

【到達目標】

ホテル実務技能認定試験 (初級)に合格できるレベルの実力を身につけることを目指す。

【授業計画】

1「ホテル」とは何か

2ホテルの分類

3ホテルの発達の歴史

4ホテル産業の特徴

5ホテル内での様々な職種 (ホテルの組織)

6宿泊部門の基礎知識

7宿泊部門の実務理解

8料飲部門の基礎知識

9バー・ラウンジの概要

10宴会の基礎知識

11ホテルスタッフに求められる能力

12ホテルを取り巻く環境

13ホテルの社会的責任

14こ れからのホテル

15過去問演習

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

①定期考査   40点
② 出席     30点 (30× 出席率)
③提出物    10点
④学習状況   20点

ホテルテキスト

ホテルテキスト

基礎から学vSヾホテルの概論 (ウ ィネット)

料飲 Iレストラン・宴会編 (ウ ィネット)

【教科書等】



岡山商科大学専門学校 2026年 度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 総合旅行実務

氏 名 岡田 哲子 授業の方法 講義 単位数 2

実務経験 4E
旅行代理店で、添乗・ツアープラン等を職務として勤務し、旅行業界全般に関する実務経験を積ん

だ 。

対象学年 2 年生 年間授業時数 36 時間 学 期 前期 後期 ○ 通年

【授業目標】

アロハプログラムのハワイスペシャリス ト検定初級合格を目指す

【到達目標】

アロハプログラムのハワイスペシャリスト検定合格

ハワイの知識向上

【授業計画】

1安全、安心の旅へのヒント

2ハ ワイ
'11の

ネ兄日

3ハ ワイの名所

4ハ ワイ諸島8島の色と花

5ハ ワイ主要 6島

6オアフ島

7オアフ島2

8ハ ワイ島

9マ ウイ島

10カ ウアイ島

11ラ ナイ島

12モ ロカイ島

13ニ イハウ島

14ハ ワイ州が取り組む環境保全活動～ハワイ州のルール～

15ハ ワイ州が取り組む環境保全活動～海洋生物との共存～

16ハ ワイの歴史を知るために知っておきたい言葉

17ポ リネシア人とは

18カ ワイヌイとウルポヘイアウ (ポ リネシア人のオアフ島来島)

19ポ リネシア諸語

20島の生成からクック船長来島まで

21アフプアア

22古代のカプ制度とその最後

23ハ ワイ王国の成立

2419世紀中頃のハワイ

25ハ ワイ王国紋章

26ハ ワイ王国の終焉

27米国になったハワイ・第2次世界大戦、そして米国50番目の州ヘ

28沖縄からハワイヘの移民・〕F国 移民法とハワイの日系人

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

① 定期考査   40点
② 出席     30点 (30× 出席率)
③提出物    10点
④学習状況   20点

【教科書等】

な し



岡山商科大学専門学校 2026年度授業シラバス

対象学科 トラベル観光 学科 授業科目 旅行企画演習

氏 名 森川 佑二 授業の方法 演習 単位数 2

実務経験 無
ポスター、各種出版物や印刷物の企画からデザイン・制作、看板、パッケージ、Webな ど幅広い業務

に従事し、デザイン業を営んでいる。

対象学年 2 年生 年間授業時数 36 時間 学 期 前期 後期 ○ 通年

【授業目標】

Il ustratorの基礎から応用までを理解する。

作品制作の知識とテクニックを身につけ、デザイン理論に基づいた実践的な作品の制作をマスターする。

【到達目標】

コンピューターを中心としたハードウェアや取り扱うデータに関する体系的な知識、

および各種ツールの活用能力を理解する。

1 lustratorの機能取得、技術をマスターし、旅行のパンフレットをオリジナルで作成する。

【授業計画】

1,IIustratorの 基本操作

2オブジェクトの基本操作

3カ ラー設定の基本操作

4オブジェクト編集の基本操作

5文字編集の基本操作

6パスの基本操作

7 DTPのための環境設定

8名刺のデザイン

9地図制作

10写真を配置したDM
ll見開きパンフレットのデザイン

12-日研修リーフレット制作

13学園祭ポスターの制作

14旅行チラシの作成

15コ ンペ等作品の制作

【授業評価方法・注意】

本校の規定に基づき、次の割合で総合的に評価する。

①課題       40点
② 出席      30点 (30X出席率)
③提出物     10点
④学習状況    20点

【教科書等】

DTP練習帳


